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の ｢食料｣ 部門に ｢消費支出｣ を加えた 252 項






















































































































































































































































































































































































































































































































食項目 金額 数量 価格
米 －0.048 　0.332* －0.545**
パン －0.624** －0.577** 　0.246*
　食パン －0.576** －0.545** －0.132
　他のパン －0.529** －0.458** －0.080
麺類 　0.223 　0.034 　0.318*
　生饂飩蕎麦 －0.215 －0.255* 　0.141
　乾饂飩蕎麦 　0.290* 　0.230 　0.056
　スパゲッティ －0.075 　0.158 －0.434**
　中華麺 　0.130 　0.088 　0.043
　カップ麺 　0.497** 　0.536** －0.348**
　即席麺 　0.105 　0.238 －0.371**


















































































































































































































0.547 であるので、典型例として図 25 に示す。
｢主食的外食｣ ｢一般外食｣ ｢他の主食的外食｣ ｢










率（平成 19 年）に対する家計調査（平成 19 年）・
食料品目の支出金額（252 項目）、購入量（141
項目）、価格（141 項目）について相関関係を
算出・解析し、下記のごとき結果を得た。
１）自給率と金額、数量、価格との相関係数は
　+0.797 〜−0.626 と広範囲にわたってい
た。これらの結果から食料各項目と自給率
との関係は、無関係から関連性の高いもの
まで多様である。しかし、相関係数の絶対
値からみると経緯度との関係ほど強くはな
い。
２）自給率と金額、自給率と数量との相関係数
値の正負において、正が負よりも多数であ
ることから、全体として自給率が高くなる
方向、すなわち一次産業がより盛んな環境
にある都市ほど食消費が増える傾向にある
ことが認められた。
　　自給率と価格との場合では逆に負が正より
も多数であることから、都市化が進んだ環
境下では高価になる傾向が認められた。
３）食料各項目を個々に検討すると、自給率と
の関係が顕著にあるもの、特徴的であるも
のがかなり認められた。
　　パン類の消費は自給率減少の方向、すなわ
ち都市化の方向で顕著に増加している。パ
ン類と類似の動向を示すものとしてオレン
ジ、マーガリン、ジャム、紅茶などがあり、
食様式の反映と推定できる。カップ麺はパ
ン類と正反対の動きを示し、米は自給率と
は無関係であった。
　　生鮮魚介は顕著な傾向は認められなかった
が、塩干物では、塩物は自給率上昇ととも
に消費が増加し、干物は減少する。
　　多種多様の野菜・海藻類では一定の傾向は
確認できなかったが、生鮮野菜類は明らか
に自給率上昇の方向で価格が顕著に低下し
た。
　　りんごとメロンは自給率に対して、産地消
費型、オレンジは都市型ともいえる動きを
示した。
　　伝統の味噌と醤油では、後者の方が都市型
に近づいているものと推定された。
　　調理食品と外食への消費支出は明らかに都
市化の方向で増加している。
４）自給率と金額との相関係数値の正負でもっ
て、その食料が都市型かその反対であるか
を分ける可能性を認めた。今後、さらに生
産額ベースの総合食料自給率による検討も
加えてゆきたい。
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